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呼吸器外科 西田 智喜 

外傷センター医長 二村 謙太郎 

 7月から湘南鎌倉総合病院に赴任させて頂きました。現在11年目になりますが、

初期研修医から7年目までこの病院をはじめ徳洲会グループで勉強させて頂き外科

医の基本から学ばせて頂きました。呼吸器外科専門医を習得するため外部へ3年間

勉強に行かせて頂き、またこちらで働けることを大変光栄に思います。主として

呼吸器外科診療に尽力して参りますのでよろしくお願い致します。 

就任医師 ごあいさつ 

皆様の周りで、職員・患者さん問わず素敵な対応を 
されている方いらっしゃいませんか？ 

 はじめまして。7月より外傷センターに勤務することになりました二

村謙太郎と申します。湘南鎌倉総合病院の外傷センター医として、患者

さんが少しでも機能障害なく社会復帰できるように日々精進していきた

いと思います。どうぞよろしくお願い致します。 

定期的に 
ホスピタリティーに溢
れた職員を投票し合い、 
表彰された職員は 
バッチを 
付けています。 

Contest 

Best 

Hospitality 

当院では 

職員同士の 
『ほめる文化』を 
推奨しています。 

はじめまして。７月より外傷センターに勤務することになりました二村謙太郎と
申します。湘南鎌倉総合病院の外傷センター医として、患者さんが少しでも機能
障害なく社会復帰できるように日々精進していきたいと思います。どうぞよろし
くお願い致します。 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て 

職
員
が
飾
り
付
け
。 

7/22(土) 

ハワイアン フラダンス『マカニサウンズ』 玉縄中学校 吹奏楽部による演奏 

当院の看護師は救護班として待機 

小児科待合室の天井に天の川が！ 

今年で30回目の開催です。 

ロジュマン 
祭り 

院内七夕飾り付け 

ロジュマン祭り 



当日のプログラム 

 

①開会の挨拶 

②オンコロジー業務量報告(薬剤部) 

③医科歯科連携(連携室山下次長) 

〜国の政策や今後の医科歯科連携の

必要性等について経営的立場より～ 

④講演(五十嵐史征院長) 

がん「周術期口腔機能管理のプロト

コール～がん治療に有効な支持療法

とするために～」 

⑤質疑応答 

⑥閉会の挨拶 

 7月18日(火)開催の第17回「がん

症例検討会と医療連携の情報交換

会」、今回は五十嵐歯科医院の院

長にご講演頂きました。 

第17回「がん症例検討会と医療連携についての情報交換会」を
開催しました。 

     また、患者さんにもお願いです。 

 『がん治療と口腔ケアは切っても切り離せない 

 非常に大切な治療の一環』です。 

  是非、主治医の先生に口腔ケアについてのお話をして 

 みて下さい。これからもより良いがん治療を行って 

  いくため、皆様とともに医療連携を進めて 

       いきたいと思います。 

現在は血液内科・腫瘍内科病棟での口腔ケアが中心となっています

が、近隣歯科医師会の先生方のご協力を頂き、入院前の周術期口腔

機能管理について、さらに広く進められるように体制を整えていき   

     たいと思っています。 

 7月18日(火)に、オンコロジーセンターが主催となって年2回行っている「がん症例

検討会と医療連携についての情報交換会」を開催いたしました。今回は昨年に引き続

きがん治療における医科歯科連携をテーマに当院の提携歯科医である、いがらし歯科

医院院長五十嵐史征先生をお招きし、「周術期口腔機能管理のプロトコール〜がん治

療に有効な支持療法とするために〜」と題してご講演を頂きました。口腔機能管理の

治療指針、スコアを用いたプロトコールなどの他、実際の症例の提示もあり、明日か

らの臨床にすぐに役立つお話ばかりだったと思います。当日は110名の参加者が集まり、

参加された方々からも勉強になったとの多くのご意見を頂きました。 

オンコロジーセンター長  

 五十嵐 史征 院長 

TOPIC 2 
おんころ通信 オンコロジーセンターからのお便り 

Vol.1 

オンコロジー What ｓ ‘ 

血液内科、 

オンコロジー(oncology)は、日本語では腫瘍学と訳されますが、まだな
じみの薄い言葉です。がんの診断・治療から様々なケアまで包括した診
療のできる部署という意味で、オンコロジーセンターと名付けました。 

オンコロジー（oncology）は日本語では腫瘍学と訳されますがまだなじ
みの薄い言葉ですね。がんの診断、治療から様々なケアまで包括した診
療のできる部署という意味で，オンコロジーセンターと名付けました。 

手術前後の時期をいいます。 

入院、麻酔、
回復といっ
た、手術前
後を含めた
時期の事 

口腔ケアをきちんと行うことで、術後の誤嚥性肺炎を減らす

こともできます。また、薬物療法による口腔粘膜炎の管理

にも口腔ケアは欠かせません。 
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治療における 
口腔ケアの重要性 

口腔ケアの 
重要性 

周術期とは 

ご講演の中にもあったのですが、当院のように歯科のない総合病院

の中で、協力歯科医との連携でこれだけの口腔機能管理ができて 

いる病院は全国的にも少ないとのことです。 

いがらし歯科医院 

下山 ライ 
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乳腺外科部長  

 乳腺と甲状腺の超音波に関わる医療者で構成される日本乳腺甲状腺超音波医学会(略称JABTS)の第38回

学術集会が5月27・28日の二日間開催され、大会長を当院乳腺外科 田中 久美子部長が務めました。 

当院乳腺外科が主管となり開催 

日本乳腺甲状腺超音波医学会 第38回学術集会 

 本学術集会では乳がん啓発に焦点を当てたシンポジウムや、超音

波検診における特異度（陰性※を陰性と判断できるもの）を上げる

工夫、Her2陽性乳癌の画像診断、乳房再建後の超音波診断、リンパ

節診断に関するシンポジウムなど、基本的事項からいま必要とされ

るトピックスまで種々の企画で構成され、参加者からは「勉強に

なった」「興味深かった」などの声が聞かれました。 

また、当院検査部からは二題の口演発表が行われ、日頃の成果のま

とめを発表しました。 

 今回は日本超音波医学会第90回学術集会との合同開催となってお

り、開催地は餃子とカクテルの街・宇都宮で行われました。学会に

は約1年前から日々の診療の合間を縫って乳腺チーム（乳腺外科医・

外来看護師・超音波技師・クラークなど）で準備を進めました。 

 会場運営は湘南鎌倉のスタッフが一丸となって関
わり、まずまずのおもてなしができたようでした。
乳腺チームは日頃からカンファレンスを多職種で
行っており、この様なイベントを行うにもチーム
ワークを発揮しやすいのだと思います。乳腺チーム
ほか院内外のスタッフにもご協力を頂き、二日間の
学術集会は盛況のうちに無事終了しました。 

(写真前列中央) 

田中 久美子 

※検査不要のもの 

女性のがんの中では最も多い乳がんについて、院内外の 

皆様の参考となるよう企画を進めますのでお楽しみに！ 

昨年に続き今年も、乳がん啓発イベント「マンモサタデー」

を開催します。 

10/28(土) 



 

  

 

 

 



 

Best Hospitality Contest 

 




